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Ⅰ．はじめに
高松ほか（2000）は，インターネットの

黎明期に，ゴルフ授業中におけるスイング
フォームを撮影し，インターネットを介し
てフィードバックする試みを報告している。
この報告では，動画をPCに取り込み，編集，
配信することに通信技術の問題や労力がかか
ることを指摘しており，ICT（情報通信技術）
の活用は，指導時の補助的手段として活用す
ることが現実的であることを指摘している。
近年は，こうした黎明期の問題を解決する手
段として，タブレット型端末やクラウド技術
の発展がめざましい。これらの技術の発展に
より，ICTを活用した体育授業の実践は，視
覚的なフィードバックをリアルタイムでおこ
ないながら，学習できるメリットがある。
しかしながら，リアルタイムでのICTの
活用には，一人一人を均等に指導すること
に，多くの時間が必要であり，容易に授業に
導入することは困難であるとの指摘もある。
この課題を解決するために，北ほか（2012，
2014）は，ゴルフの授業におけるICTを活用
した実践的な報告をしている。これらの報告
では，タブレット型端末で撮影したスイング
を学生同士でチェックさせたり，撮影の翌日
以降に動作映像をDVD化し配布することで，
家庭学習（セルフチェック）を実施すること

も学習課題としている。そして，学生同士に
よるスイングフォームの確認やセルフチェッ
クをおこなうことは，ICTを活用した有効な
学習手段であることが指摘されている。
本学においても，体育授業の学習における
補助的手段として2012年からタブレット型端
末を使用してきた。問題点は，先行研究の指
摘にもあるように，撮影やフィードバックを
一人一人におこなう際に労力と時間がかかる
こと，受講者数に対して充分な台数のタブ
レット型端末を用意できないという課題が残
されていた。本研究では，ゴルフの授業に活
かすICTの手段として，近年，ほとんどの学
生が個人所有するスマートフォンに着目し
た。学生にとってスマートフォンは，最も身
近なICT端末であり，撮影や動画のチェック
も気軽におこなえる。また，指導者の視点か
らも，フィードバックに，クラウド技術を使
う必要もなく，外部端末にデータを転送する
手間もかからないため，個人情報の保護やセ
キュリティに対する安全性も生徒の自己責任
により担保されるメリットがある。
また，本学のゴルフの授業では，初めてク
ラブを握る学生が殆どである。ゴルフ技術の
習得には，正しいスイングフォームの定着お
よび再現性を高めることが重要である。池上
ほか（2011）は，大学の授業でゴルフを受講
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する学生のスイングフォームを16コマの連続
写真で撮影し，その連続写真を用いて，学生
自身にゴルフスイングのチェックをさせた。
そして，スイング技術を理論的に理解させ，
習得させるためには映像や写真を用いてビ
ジュアル的におこなうことが有効であると指
摘している。さらに，動画を活用したゴルフ
スイングのセルフチェックは，学生自身が描
いた動作のイメージと実際におこなっている
動作との違いを修正することに効果があるこ
とも指摘されている。
以上のことを勘案し，本研究では，ほとん
どの学生が所有する最も身近なICT端末であ
るスマートフォンを活用して，視覚的フィー
ドバックをおこない，その有無が自身のゴル
フスイングの自己評価に対してどのような影
響があるのかを明らかにすることとする。

Ⅱ．研究方法
K大学でゴルフの授業を受講する 2クラス
の学生を対象に，動画撮影群（ 1クラス）と
非撮影群（ 1クラス）に分類した。 1クラス
の受講者数は，最大34名であり，各打席には
最大 2名を配置した。スマートフォンを所持
していない学生には，大学所有のタブレット
型端末（iPad2）を貸し出し，スイングチェッ
クを実施させた。
授業スケジュールを表 1に示した。技術の
習得過程を比較検討するために，動画撮影を
2回実施した（授業 4回目と11回目）。また，
スマートフォンを用いたスイングチェック
を，授業時間内に学生同士および自身で実施
させ，コメント用紙に記述させた（授業 7～
9回目）。また，スイングのチェックポイン
トは表 2に示した。

表1　授業スケジュール

授業概要 ICT活用

第 1回 全体のガイダンス（道具，服装等の説明，授業に関する留意事項）

第 2回 基礎練習 1回目（7I:グリップ，スタンス，アドレス，ボディーターン）

第 3回 基礎練習 2回目（7I:前回の復習，前傾姿勢，スイングリズム）

第 4回 動画撮影 1回目（撮影時の使用クラブは7I） 〇

第 5回 基礎練習 3回目（7I:前回の復習，PW：アプローチ）

第 6回 基礎練習 4回目（7I:前回の復習，1W）

第 7回 スイングチェック 1回目（スタンス，アドレス，前傾姿勢の維持） 〇

第 8回 スイングチェック 2回目（アームローテーション，体重移動，トップの位置） 〇

第 9回 スイングチェック 3回目（スイングプレーン，フィニッシュ姿勢） 〇

第10回 雨天により，室内でパター

第11回 動画撮影 2回目（撮影時の使用クラブは7I） 〇

第12回 雨天により，ルール・マナーの理解

第13回 雨天により，教材ビデオによる学習

第14回 まとめ（自分のスイングを評価） 〇

第15回 スナッグゴルフ
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Ⅲ．分析方法
指導者によって，コメント用紙に記述され
た項目が，チェックポイントに挙げた項目と
一致しているか否かを確認し，それらを一致
／不一致として集計した（図 1～図 8）。集
計結果は，対応のない 2群の母比率の差の検
定をおこなった。有意水準は 5 %未満とした。
また，指導者は，動画撮影 2回目（第11回目
の授業）の映像を用い，チェックポイント（表
2）に従って，実際に技術習得ができている
か否かを確認した（図 9）。

Ⅳ．結果
コメント用紙に記述させたスイングチェッ
ク 1回目の「できている点」をみると，撮
影群および非撮影群の一致は44%，81%，不
一致は56%，19%であり，撮影群と非撮影群
の間に 1 %水準で有意差がみられた（図1）。
「できていない点」を見ると，撮影群および
非撮影群の一致は44%，67%，不一致は56%，
33%であった（図 2）。「できている点」（図1）
と「できていない点」（図 2）ともに，撮影
群では不一致が一致よりも多くなり，非撮影
群では一致が不一致よりも多くなった。

表2 スイングのチェックポイント

1 ．アドレスからフィニッシュまで前傾姿勢を維持する 第 7回 スイングチェック 1回目

2．アドレス～テイクバック～インパクトまで左肘を曲げない 第 7回 スイングチェック 1回目

3．トップの位置（左腕で肩がかくれているのが理想） 第 8回 スイングチェック 2回目

4．テイクバックの時，腰が右側にスウェーしない 第 8回 スイングチェック 2回目

5．テイクバックの時，左かかとを上げない 第 8回 スイングチェック 2回目

6．適切なスイングプレーンに沿ってクラブを振ることができる 第 9回 スイングチェック 3回目

7．フィニッシュの姿勢がきちんととれている 第 9回 スイングチェック 3回目

図1 図2

スイングチェック 2回目の「できている
点」をみると，撮影群および非撮影群の一致
は60%，64%，不一致は40%，36%であった（図
3）。「できていない点」をみると，撮影群お
よび非撮影群の一致は13%，68%，不一致は

87%，32%であり，撮影群と非撮影群の間に
1 ％水準で有意差がみられた（図 4）。一致
と不一致の割合は，「できていない点」（図 4）
の撮影群のみ，不一致が一致よりも多くなり，
それ以外は一致が不一致よりも多くなった。
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図3 図4

図5 図6

スイングチェック 3回目の「できている
点」をみると，撮影群および非撮影群の一
致は53%，86%，不一致は47%，14%であり，
撮影群と非撮影群の間に5%水準で有意差が
みられた（図 5）。「できていない点」をみ
ると，撮影群および非撮影群の一致は35%，

64%，不一致は65%，36%であった（図 6）。
一致と不一致の割合は，「できていない点」
（図 6）の撮影群のみ，不一致が一致よりも
多くなり，それ以外は一致が不一致よりも多
くなった。

1～ 3回のスイングチェックにおいて，撮
影群と非撮影群の一致と不一致の割合をより
明確に比較するために，不一致の割合につい
てのみ図示したものが図 7と図 8である。最
も特徴的な結果は，「できている点」（図 7）
と「できていない点」（図 8）のどちらの自
己評価においても，撮影群が非撮影群に比べ
て，不一致を示す割合が， 1～ 3回の全ての
スイングチェックにおいて高くなったことで
あった。「できている点」（図 7）については，
すでに図 1と図 5の説明で述べたように，両

群間に 1回目で 1 %水準の， 3回目で 5 %水
準の有意差が認められた。「できていない点」
（図 8）については，すでに図 4の説明で述
べたように，両群間に 2回目で 1 %水準の有
意差が認められた。
図 9は，動画撮影 2回目（第11回目の授業）
の映像を用い，チェックポイント（表 2）に
従って，実際に技術習得ができているか否か
を，撮影群と非撮影群に分類して，指導者が
集計したものである。チェックポイントの 4
と 5は，非撮影群の方が撮影群より高い割合
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図7　学生による自己評価（できている点）

図8　学生による自己評価（できていない点）

図9　指導者によるチェックポイントの評価
（撮影された動画を確認して技術習得ができていると評価された学生の割合）



金城学院大学論集　自然科学編　第12巻第 2号 2016年 3 月

― 42 ―

となった一方で，チェックポイントの 1，2，
3， 6， 7は，撮影群の方が非撮影群よりも
高い割合で技術習得ができていると評価され
た。また， 4と 5の評価項目は，両群とも
に，他の項目と同じかもしくは高い割合を示
した。

Ⅴ．考察
本研究の目的は，自身のスイングフォーム
を撮影した動画による視覚的フィードバック
の有無が，ゴルフスイングの自己評価に及ぼ
す影響を調べたものである。
動画の非撮影群が，自分のスイングフォー
ムを自己評価する際の情報は，指導者による
教示，スイング動作中に自分の身体から得
られる感覚，クラブを通して得られる感覚
（ボールとクラブの接触によって生じる打感
や打球音による情報），ボールの飛球方向等
である。これらに加え，動画の撮影群は，非
撮影群に比べて，動画による視覚的フィード
バックがなされることで，自身のスイング
を改善するための情報量が多くなる。上岡
（2009）は，高等学校の体育授業の中で，視
覚的教材として連続写真を用いて，その効果
を検証している。その結果，視覚的教材を活
用した授業は，しない授業を比べて，技術認
識を高め，技術をより具体的に意識させる効
果があるとしている。すなわち，動画の活用
は，自分の身体感覚を通して頭に描いたイ
メージと，実際のスイングの異なる部分を視
覚的に評価することに役立っているものと思
われる。
図 7と図 8で示したように，自己評価が，
あらかじめ指導者から示されたチェックポ
イントと一致しているか否かを比較すると，
「できている点」と「できていない点」に関
わらず，全ての回について，撮影群が非撮
影群よりも，不一致の割合が高い値を示し

た。この結果は，撮影群には動画による視覚
的フィードバックがもたらされ，情報量が多
くなったためであると考えられる。学生は，
チェックポイント以外にも，指導者からの教
示等によって，自身のスイングの改善点を認
識している。撮影群の学生は，動画によっ
て，チェックポイント以外の改善点も自分で
確認し，コメント用紙に記述したため，不一
致の割合が相対的に高くなったものと考えら
れる。この点について，大学の実技科目の授
業中にＶＴＲ撮影した映像を即座に学習者に
見せ，その効果を検証している佐々木（2011）
は，学習者はフィードバックによって自分を
他者として捉えることができるようになり，
自分の修正すべき課題を具体的に発見するこ
とができ，その課題を自分に戻し，課題を解
決していくという新たな過程を生み出すこと
が推測できるとしている。
「できている点」（図 7）において， 2回目
に非撮影群の不一致が増加した（一致が減少
した）理由は， 2回目のチェックポイントの
項目が，確認しやすい項目であり，他の部位
にも目を向ける余裕があったためであると推
察される。表 2に示したように， 2回目の
チェックポイント項目は 3～ 5であり，一連
のスイング動作の流れの中でも，ある一局面
（テイクバック時）に限定されていた。一方，
1回目と 3回目の項目は，一連のスイング動
作の流れの中での評価項目あった。一連の動
きの中の，ある一局面での評価は，動画とし
て確認しやすいだけでなく，動作のイメージ
化もしやすくなるのではなかろうか。また，
撮影群においても， 2回目のみが 1回目や 3
回目と比較して異なる傾向を示した。動画に
よる視覚的フィードバックにより多くの情報
を得ながらも，一局面におけるチェックポイ
ントを提示してしまうと他の一連の動作に目
がいかなくなってしまう可能性があることが
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推察できる。
この見解は，「できていない点」（図 8）の
撮影群の 2回目についても当てはめることが
できる。特に撮影群の 2回目は， 1回目と 3
回目と比較して，不一致の割合が高くなって
いる。この理由は， 2回目のチェックポイン
トが，動画で確認しやすい内容であったため，
学生がもっと上達しようと，チェックポイン
ト以外に関しても動画で確認した結果，でき
ていない改善点として，コメント用紙に記述
したためである。しかしながら，非撮影群は，
不一致の割合が 3回を通して， 3割程度であ
り，逆に言えば，一致が 7割程度を占めてい
る。「できていない点」について，非撮影群
の不一致が増加しない理由は，自分のスイン
グをうまくイメージして評価できていないか
らではなかろうか。非撮影群は，動画による
視覚的フィードバックがないため，自己評価
に際し，指導者による教示，自分の身体から
得られる感覚，クラブを通して得られる感覚，
ボールの飛球方向等に頼っている。これらの
情報だけでは，ゴルフ初心者にとって，スイ
ングの全体像をうまくイメージすることがで
きず，結果的に，「できていない点」として，
自己評価できる項目も，チェックポイントと
して具体的に示されたものでしか，言語的に
表現できないものと推察される。
図 9は，チェックポイントに関して，実際
にできているか否かを指導者が評価した結果
である。スイングチェック 2回目の評価項目
は， 3， 4， 5であるが，特に 4と 5は，他
のチェックポイントよりも高い割合で技術習
得がなされたといえる。この結果は，先に述
べたように，チェックポイントの評価が，動
作の中のある一局面の評価項目であったため
評価しやすく，学生自身にとっても，習得し
やすい技術であったといえよう。また，動画
の撮影の有無にかかわらず， 4と 5の結果が

高くなったことは，指導者がスイング指導を
する際のヒントになるかもしれない。それ
は，指導者による教示は，言語，模範演技，
学生のクラブをもってスイング軌道を矯正し
たりすることになるが，この際に，一連のス
イング動作を，できるかぎり分解して，動作
中のある一局面として具体的にイメージしや
すいように伝える工夫であると思われる。山
田ほか（1987）はテニスの授業においてフォ
アハンドストロークを行わせ， 6局面におい
て基本的な動作ができたか否かを，できた・
できなかった・わからないの 3段階にて学習
者に自己評価を行わせている。その結果，イ
ンパクト，フォロースルー局面では他の局面
と比較して自己の動作を評価することが困難
である。また，静止状態である構えの局面は
他の局面と比較して自己の動作を評価するこ
とは容易であると結論づけている。このこと
から，本研究でもみられたように，一連の動
作の中でも局面によって自己評価のしやすさ
や，技術習得しやすさに差異が生じるものと
考えられる。しかしながら，ゴルフのスイン
グは，スイングプレーン等のスイング動作の
流れを評価する項目も多数あるため，動画を
活用するなどの工夫も有用になると考えられ
る。 4と 5以外の項目に関しては，撮影群が
非撮影群よりも高い割合で技術習得ができた
ことからも，動画を活用した視覚的フィード
バックは，初心者のゴルフスイングをより効
率的に取得する手段であると考えられる。
動画を撮影することによって得られる複合
的な効果としては，ボールを打っていない学
生も，スイング中のペアに対して積極的にア
ドバイスをおこなっていたことである。お互
いにアドバイスをおこなうことで，自分のス
イングをペアのものと比較しながら分析がで
きる。なかには，近くのゴルフ練習場に自主
的に練習に行った際に，友人であるゴルフ部
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のスイングをスマートフォンを用いて動画で
撮影し，自分のフォームと比較することを実
践した学生もいた。また，ペアにアドバイス
をするためには，スイングのチェックポイン
トをきちんと理解する必要がある。チェック
ポイントをきちんと理解できていると，自身
のスイング練習の際も，より正確にスイング
を試みることにつながる。
今回の研究に際し，撮影した動画は，指導
者によるチェックのため提出するよう指示し
た。学生は，より理想的なフォームで撮影し
たものが提出できるように，何度も繰り返し
て，動画を撮影しながら，積極的にスイング
フォームの修正をおこない，習得に努めるこ
とができた。スマートフォンを活用した授業
実践を通して，学生はスイングの習得過程
を，いつでも，何度も確認することができる
ので，自分のスイングフォームに関して，評
価，修正する習慣（PDCAサイクル）を身に
つけることができる有効な方法になるとも思
われる。

※なお，本研究は，第28回日本ゴルフ学会大
会で発表した内容にデータを加え，加筆し
たものである。
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